第30回　第2部会（生活環境）開催報告

日　 　時　　 　平成21年　1２月１８日（金）　午後6時30分～午後8時30分

場　 　所　　 　市役所　第2委員会室

出 席 者　　　 大山口光雄・鎌田和子・塩沼和雄・近藤功・関川昭雄

議　　 題　　　　特別委員会の報告・第2部会の今後の方向性について

· 大山口部会長より「自治推進委員会のあり方に関する特別委員会」を３回開催してきた検討内容の報告があった。

· 自治推進委員会の委員の中でも特別委員会に対する期待（今後の自治推進委員会の方向性を見いだせるのではないか）が非常に高い。

· しかし、集まってきた委員の動機も考え方も様々で何をどのようにして考えていったらよいのかまとまっていない。

· それぞれの委員が考えていること、本音の意見をどのようなことでも良いのでメモにしてKJ方式を取り入れ、第1部会でそのとりまとめをすることになった。

· 対極的な考えに立って、今までの部会のままでよいのか、統合案や問題意識を明確にするべきではとの意見があった。

· 部会の中には、既に「登別のまちづくり」をどのようにしたら良いのか、その検討や、調査・研修など実動している所もあるので、できる部会は「テーマ」を決め動きながら3月末までに自治推進委員会の方向性を見いだしていきたいとの報告内容だった。

＊ 各委員より下記の発言があった。

· 発足当時73名の自治推進会委員がいたが、退会した人が何人もいるのは何故なのか気がかりである。

· 第２部会としては、ヒアリングし勉強もしてきた。テーマを見つけて検討したことに魅力も感じたが、提言までで、部会として一定の成果が見えない形で終わってしまったことは残念である。

· 取り上げる内容によっては、行政職員に受け入れられない部分があるのではないか。問題提起をしても何時までにしっかり検討し回答をしますという、もっと積極的な姿勢が欲しかった。

· 固定資産税の税率について問題はないかとの提案があったが、議論の結果、自治推進委員会で取り上げるべき事案ではないとの多数委員の意見だった。

· 今後の課題としては事務事業評価をするべきとの委員の考えが一致した。

· 今までの事務事業評価を再検証し、事業仕分けでも感じたが、同じような事業なのに委託先や補助金の違いがあり、事業目的や予算に応じた効果があるのかどうか検証するべきではないか。どのような事業を選択するか今後の検討課題とする。

· 次回日程は2月下旬と決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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